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令和６年第３回９月定例会
� （令和6年9月12日開会～9月20日閉会）

同意1件・認定1件・報告1件・議案10件・決議案1件を審議し、同意1件・認定1件・報告1件・議案10件・決議案1件を審議し、
全て原案のとおり可決した。全て原案のとおり可決した。

令和6年度一般会計補正予算（第4号）

予算総額　79億9,560万5千円
66億億9,5039,503万万33千千円円を追加を追加

人事案件
同意第３号

（任期：令和6年10月1日～令和10年9月30日）

高森町教育委員会委員に岩下 章一氏を再任。高森町教育委員会委員に岩下 章一氏を再任。

単独・その他事業

「ふるさと応援基金」活用事業

高森町ホームページリニューアル委託事業高森町ホームページリニューアル委託事業

高森峠千本桜園地デザイン業務委託高森峠千本桜園地デザイン業務委託

●�高森町のホームページを、町内外の方が見やすく、目に留まりやすいデザインに一新す
ると共に、職員の操作性を良くすることで更新頻度の向上を目指す。

●�高森千本桜園地一円のフルリニューアルを進めるにあたり、観光地としてのデザインを
考え、新しい千本桜の可視化を図る。

・�全国の自治体ホームページからインパクトや見やすさ、サイトの入りやすさなどのラ

ンキングを参考に業者を選定

・�CMSを活用してコンテンツの管理を容易にし、操作性を上げることで更新頻度を向上

させる

・�サブサイト機能を利用して特に注目し

てほしい事業などに特化したサイトを

作成することで、見やすいホームペー

ジへリニューアルさせる

高森峠千本桜一円のデザイン構築及び

3D化（可視化）

事業費 補助額 一般財源

2,045万円 0円 2,045万円

事業費 ふるさと応援基金 一般財源

498万円 498円 0円

対策及び
事業内容

事業内容
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議案番号 件　　　　名 議決結果

同意第3号 高森町教育委員会委員の任命について 同　意

認定第１号 令和5年度高森町各会計歳入歳出決算の認定について 認　定

報告第４号
地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく健全化判断比率及び資金不足比
率の報告について

―

議案第42号 熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について 原案可決

議案第43号 高森町税条例の一部改正について 原案可決

議案第44号 高森町国民健康保険条例の一部改正について 原案可決

議案第45号 高森駅等周辺施設設置条例の制定について 原案可決

議案第46号 令和6年度高森町一般会計補正予算について 原案可決

議案第47号 令和6年度高森町国民健康保険特別会計補正予算について 原案可決

議案第48号 令和6年度高森町後期高齢者医療特別会計補正予算について 原案可決

議案第49号 令和6年度高森町介護保険特別会計補正予算について 原案可決

議案第50号 令和6年度高森町簡易水道事業特別会計補正予算について 原案可決

議案第51号 令和6年度高森町農業用水供給事業特別会計補正予算について 原案可決

決議案第１号 令和6年度高森町一般会計補正予算に対する附帯決議について 原案可決

議 決 結 果

監査委員の決算審査意見
高森町では、書かない窓口導入事業、物価高騰

対策諸事業、多目的広場改修事業等の多岐多様に
わたる多くの事業を成し遂げられ、町長をはじめ
担当各位においては大変な苦労があったと察する
とともに各事業について高く評価できる。
過年度分については合法的な手続きにより不能

欠損処分が実施されているが、税負担の公平性及
び歳入確保の面での影響が大きく、極めて慎重か
つ厳正な事務処理により債権の確保に万全を期さ
れたい。
各料の滞納額について、日常業務や各事業との

合間で徴収滞納整理を行っており、専属で行う職
員等配置の検討を望む。
財政運営の総合的な分析と検証の結果、各係

数は前年度からさらに改善されており、特に経

常収支比率は令和4年度の全国の市町村平均が
93.3％であるのに対し、本町では令和5年度の
数値が73.4％と、昨年度の75.2％からさらに1.8
ポイントも改善されており、弾力性のある望まし
い財政運営であると大いに評価すべきである。
少子高齢化、人口減少という現実を踏まえ、本

町としては新たな施策とともに、今後も、中長期
的な展望と将来への明確なビジョンのもと、今の
住民サービスを未来の住民に引き継ぎ、しっかり
と現実を分析し、費用対効果を考慮しながら更な
る住民サービスの向上に寄与することを切に願う
とともに、住民の生命と財産、権利を守るため、
執行部と議会が住民の要望に適切に対応されるこ
とを望む。

水資源対策特別委員会は、令和元年12月定例
会にて、今後の水道事業の方向性を総合的に協議
していくことを目的に設置した。当時、飲料水の
安定供給・水道事業の安定経営・水道料金の補償
を検討課題とし、飲料水の安定供給に関する課題
を優先対応とした。
令和5年6月に特別委員会が再設置され、活動

の再確認とともに、水道料金の設定や水道料金の

補償を見直す時期に来ていることを共通認識とし
ている。
今後の協議は、適正な料金を試算するため、水

道事業の公営企業会計移行に向け、担当課より経
営状況の説明を受けながら協議を行っていく。
水道料金設定や水道料金の補償の見直しについ

ては、建設課に新たな係を設け、有識者や権利者
を交えた協議会を設置したほうが良いと思われる。

水資源対策特別委員会報告
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令
和
６
年
９
月
定
例
会 

主
な
質
疑
応
答

�

議
案
第
42
号

熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
規
約
の
一
部
改
正

質 疑質 疑

［
佐
伯
金
也
議
員
］

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ
の
紐

付
け
に
つ
い
て
、
後
期
高
齢
者
の
方
た

ち
が
病
院
の
窓
口
で
保
険
証
を
提
示
す

る
際
の
変
更
点
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明

を
。応 答応 答

［
健
康
推
進
課
長
］

国
の
法
改
正
に
よ
り
12
月
2
日

以
降
は
健
康
保
険
証
が
発
行
さ
れ
な
い

た
め
、
以
降
は
現
行
保
険
証
の
有
効
期

限
ま
で
は
利
用
が
可
能
だ
が
、
紐
付
け

が
終
わ
っ
て
い
な
い
場
合
は
資
格
確
認

証
を
発
行
す
る
。

質 疑質 疑

［
佐
藤
武
文
議
員
］

資
格
確
認
証
は
12
月
2
日
以
降

に
発
行
さ
れ
る
の
か
。
被
保
険
者
証
、

資
格
証
明
書
、
資
格
確
認
証
等
の
返
還

等
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
の
か
。

応 答応 答

［
健
康
推
進
課
長
］

12
月
2
日
以
降
に
は
発
行
で
き

な
く
な
る
た
め
、
保
険
証
を
な
く
し
た

場
合
に
は
資
格
確
認
証
を
発
行
す
る
。

記
載
内
容
に
つ
い
て
は
未
定
。

議
案
第
45
号

高
森
駅
等
周
辺
施
設
設
置

条
例
の
制
定

質 疑質 疑

［
佐
伯
金
也
議
員
］

指
定
管
理
者
の
分
割
指
定
は
。

応 答応 答

［
町
長
］

分
割
管
理
も
含
め
、
経
費
を
抑

え
な
が
ら
も
皆
さ
ん
に
末
永
く
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
管
理
体
制
を
整
え
て
い

き
た
い
。

議
案
第
46
号

令
和
６
年
度
高
森
町

一
般
会
計
補
正
予
算

質 疑質 疑

［
白
石
豊
和
議
員
］

消
防
費
の
レ
ン
タ
ル
料
と
は
。

応 答応 答

［
総
務
課
長
補
佐
］

町
内
各
公
民
館
へ
の
A
E
D
レ

ン
タ
ル
料
で
あ
り
、76
か
所
に
設
置
予
定
。

質 疑質 疑

［
児
玉
幸
之
助
議
員
］

老
人
福
祉
費
の
備
品
購
入
費
、

対
象
と
な
る
拠
点
施
設
と
は
。

応 答応 答

［
健
康
推
進
課
長
］

草
部
総
合
セ
ン
タ
ー
に
集
落
支

援
員
が
立
ち
上
げ
た
通
い
の
場
に
お
い

て
使
用
す
る
た
め
。

質 疑質 疑

［
佐
藤
武
文
議
員
］

農
業
振
興
費
の
中
山
間
地
農
業

ル
ネ
サ
ン
ス
推
進
事
業
と
は
。

応 答応 答

［
農
林
政
策
課
長
］

野
尻
地
区
の
農
家
が
販
売
シ
ス

テ
ム
等
の
開
発
に
取
り
組
む
補
助
事
業
。

質 疑質 疑

［
佐
伯
金
也
議
員
］

①
下
宿
生
へ
の
食
事
費
補
助
は

他
の
県
立
高
校
寮
と
の
整
合
性
は
取

れ
て
い
る
の
か
。

②�

不
法
投
棄
抑
止
の
た
め
の
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
検
討
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

不
法
投
棄
の
内
容
は
。

③�

高
森
・
色
見
地
区
に
お
け
る
課
題
や

振
興
策
を
議
論
検
討
す
る
協
議
会
等

の
設
置
は
。

応 答応 答

［
教
育
委
員
会
事
務
局
長
］

①
町
営
寮
費
と
下
宿
代
の
差
額

補
助
と
し
て
熊
本
県
が
制
度
化
す
る

も
の
で
あ
り
、
要
件
も
合
致
し
て
い

る
。

［
生
活
環
境
課
長
］

②�

維
持
管
理
費
用
の
課
題
も
あ
り
引
き

続
き
検
討
し
た
い
。
内
容
に
つ
い
て

は
リ
ス
ト
を
作
成
し
後
ほ
ど
提
示
す

る
。

［
総
務
課
長
］

③�

町
長
政
策
集
の
う
ち
、
過
疎
化
率
が

高
い
草
部
野
尻
地
区
へ
の
対
策
と
し

て
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
お
り
、

高
森
色
見
地
区
で
の
設
置
は
現
状
と

し
て
考
え
て
い
な
い
。

質 疑質 疑

［
後
藤
巌
議
員
］

ケ
ア
プ
ラ
ン
連
携
活
用
事
業
に

つ
い
て
。

①�

介
護
事
業
者
へ
の
説
明
が
な
さ
れ
た

う
え
で
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
の

か
。

②
本
事
業
の
運
用
開
始
時
期
予
定
は
。

応 答応 答

［
健
康
推
進
課
長
］

①
担
当
係
長
か
ら
町
内
各
事
業

所
と
協
議
し
た
う
え
で
、
関
係
各
機

関
が
集
ま
っ
た
中
で
も
導
入
に
前
向

き
な
意
見
が
大
多
数
だ
っ
た
。
南
阿

蘇
村
と
協
働
で
実
施
す
る
計
画
と
し

て
い
る
。

②�

本
予
算
が
令
和
5
年
度
か
ら
の
繰
越

事
業
で
あ
り
、
今
年
度
中
に
準
備
終

了
。
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令和6年　第5回臨時会

議案1件を審議し、原案のとおり可決した。議案1件を審議し、原案のとおり可決した。

令和6年度一般会計補正予算（第3号）

予算総額　73億57万2千円
33億億146146万万55千千円円を追加を追加

� （令和6年7月30日）

事業費 補助額 ふるさと応援基金 町の負担

100万円 0万円 100万円 0円

「ふるさと応援基金」活用事業「ふるさと応援基金」活用事業
新型コロナウイルス感染症の再拡大に伴い、感染者を早期に発見し感染

拡大防止を図るため、町民に対し抗原検査キットを無料で配布する。

※主にふるさと応援寄附金の増額及び返礼品等の経費増額に伴うもの。

事業費

2,000円×500個＝100万円

議案第41号

期　日 内　容 場所

6月

24日（月）

青少年育成町民会議総会

高森町人権同和教育推進協議会総会

スポーツ協会総会・郡体結団式

25日（火）南鉄取締役会・南鉄機構理事会 高森町

26日（水）JA阿蘇通常総代会 阿蘇市

27日（木）高森地区防犯協会連合会総会 高森町

28日（金）県庁阿蘇会総会 熊本市

7月

  8日（月）阿蘇食品衛生協会高森支会総会 高森町

13日（土）高森駅周辺整備完成記念式典 高森町

17日（水）郡市監査委員総会・研修会 熊本市

19日（金）
熊本県国土調査70周年記念講演会 熊本市

認定農業者の会総会 高森町

21日（日）阿蘇郡消防操法大会 南阿蘇村

23日（火）
高森町観光立町推進会議 熊本市

常任委員長・議会運営委員長研修 高森町

24日（水）高森町立小・中学校統合等審議会 高森町

24日（水）～25日（木） 阿蘇市町村議長研修 宮城県

期　日 内　容 場所

7月

25日（木）中九州・地域高規格道路促進期成会総会 竹田市

26日（金）優良子牛保留奨励品評会 高森町

31日（水）阿蘇森林組合通常総代会 阿蘇市

8月

 2日（金）
正副議長・常任委員長・議運長研修 阿蘇市

地域包括支援センター運営協議会 高森町

  4日（日）阿蘇郡市人権同和教育研究大会 阿蘇郡市

  6日（火）県道津留柳線整備促進期成会総会 高森町

18日（日）「熊本県高森町教育DXの軌跡」出版記念パーティー 熊本市

20日（火）B＆G財団「子ども第3の居場所」開設事業調印式・意見交換会 高森町

21日（水）熊本・阿蘇幹線道路整備促進期成会通常総会 大津町

21日（水）～22日（木） 産業厚生常任委員会視察研修 多久市・大刀洗町

27日（火）町村正副議長研修 熊本市

9月

  6日（金）ダイヤモンド婚・金婚夫婦表彰 高森町

  7日（土）
みなみあそちくさんまつり 高森町

高森高等学校文化祭 高森町

  8日（日）高森町消防団標的倒し競技大会 高森町

11日（水）アグリセンター運営協議会 高森町

議会の動き議会の動き
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白石 豊和 議員

■ 高森町総合計画（地域産業について）

質 問質 問

第
2
次
高
森
町
新
農
業
プ
ラ
ン
に

あ
る
、
研
修
生
受
け
入
れ
協
議
会

立
ち
上
げ
の
現
状
は
。

農林政農林政
策課長策課長

農
業
研
修
生
受
け
入
れ
協
議
会
ま

で
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
現
状

と
し
て
農
業
師
匠
と
連
携
し
た
「
農
業
師

匠
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
事
業
」
を
実
施
し
て
い

る
。質 問質 問

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
、

省
力
化
と
な
る
ス
マ
ー
ト
農
業
や

デ
ジ
タ
ル
化
（
A
I
）
の
導
入
な
ど
も
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

農林政農林政
策課長策課長

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
で
、

働
き
手
の
不
足
が
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
お
り
今
後
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に
関

す
る
機
械
・
施
設
等
の
導
入
に
対
す
る
有

利
な
補
助
等
が
あ
れ
ば
、
た
か
も
り
ポ
イ

ン
ト
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

町
公
式
ア
プ
リ
な
ど
で
周
知
を
行
い
、
ス

マ
ー
ト
農
業
の
推
進
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

質 問質 問

農
地
や
施
設
を
有
効
利
用
し
耕
作

放
棄
地
等
の
拡
大
を
防
ぎ
、
町
の

持
続
可
能
な
農
業
に
す
る
に
は
。

農林政農林政
策課長策課長

農
業
委
員
会
や
農
協
と
連
携
し
、

離
農
者
の
意
向
を
尊
重
し
な
が
ら
、

貸
し
出
し
の
仕
組
み
を
整
備
す
る
こ
と
が

必
要
。
離
農
者
が
所
有
す
る
農
地
や
施
設
、

機
械
の
情
報
を
集
約
し
、
新
規
就
農
者
や

経
営
拡
大
を
希
望
す
る
農
家
に
提
供
す
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

質 問質 問

現
在
高
森
町
に
は
コ
ア
ミ
ッ
ク
ス

社
の
0
9
6
k
歌
劇
団
や
高
森
高

校
の
マ
ン
ガ
学
科
が
設
置
さ
れ
て
い
る
、

こ
の
よ
う
な
変
化
の
中
で
町
と
し
て
ど
の

よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
。

政策推政策推
進課長進課長

0
9
6
k
歌
劇
団
で
は
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
現
在
20
名
を
委

嘱
。
た
か
も
り
ポ
イ
ン
ト
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

活
性
化
や
福
祉
、
教
育
連
携
に
加
え
、
地

域
伝
統
芸
能
（
風
鎮
太
鼓
）
等
に
従
事
し
、

劇
団
公
演
等
を
通
じ
て
本
町
の
大
き
な

P
R
効
果
及
び
ふ
る
さ
と
納
税
に
も
絶
大

な
P
R
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

質 問質 問

商
工
業
者
へ
国
・
県
の
補
助
事
業

の
周
知
や
町
独
自
の
実
施
状
況
は
。

政策推政策推
進課長進課長

国
・
県
等
の
各
種
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
商
工
会
は
、
商
工
会
会
員

へ
、
高
森
観
光
推
進
機
構
は
、
協
力
事
業

所
へ
周
知
を
行
い
、
積
極
的
な
利
用
を
働

き
掛
け
て
い
る
。
事
業
所
か
ら
の
個
別
相

談
に
つ
い
て
も
、
活
用
で
き
る
補
助
制
度

に
併
せ
、
申
請
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ

う
、
申
請
を
受
け
る
団
体
を
町
・
商
工
会

そ
れ
ぞ
れ
で
把
握
し
、
お
互
い
に
情
報
提

供
を
行
う
等
、
連
携
し
た
支
援
を
実
施
し

て
い
る
。

質 問質 問

高
森
町
の
産
業
に
つ
い
て
、
今
後

ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

町 長町 長

一
つ
は
既
存
の
産
業
の
下
支
え
が

必
要
。
農
業
に
お
い
て
本
年
に
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改
正
が
あ
り
、

地
域
計
画
制
度
と
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
事
業
、
多
面
的
機
能
交
付
金
事

業
も
含
め
て
全
て
の
農
業
施
策
に
つ
な
が

り
、
農
地
集
約
と
同
時
に
、
ス
マ
ー
ト
農

業
で
効
率
化
し
新
規
就
農
者
を
育
て
て
稼

い
で
い
く
と
い
う
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
て

い
く
。

も
う
一
つ
は
漫
画
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
構

想
。
こ
れ
は
将
来
必
ず
答
え
が
出
る
と
思

う
。国

が
目
指
す
農
業
、
商
工
業
含
め
、
高

森
町
な
ら
で
は
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
す
る

こ
と
が
、
今
後
の
産
業
創
出
と
維
持
に
つ

な
が
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。
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質 問質 問

業
務
の
多
様
化
、
対
処
の
複
雑
化

し
て
い
る
中
で
、
現
状
及
び
こ
れ

か
ら
の
行
政
運
営
は
。

総務総務
課長課長

ま
ず
、
い
び
つ
な
年
齢
構
成
か
ら

具
体
的
に
話
を
す
る
。
私
が
今
年

６０
歳
に
な
る
。
現
在
の
管
理
職
に
一
番
近

い
課
長
で
７
歳
の
年
の
差
が
あ
る
。
そ
し

て
私
が
係
長
に
な
っ
た
の
は
４６
歳
で
、
そ

れ
以
下
の
課
長
も
多
く
い
る
。
そ
の
様
な

中
で
今
後
の
行
政
運
営
は
か
な
り
厳
し
い

と
考
え
て
い
る
。

そ
こ
で
役
場
を
退
職
さ
れ
た
方
の
経
験

を
活
か
せ
る
制
度
と
し
て
、
シ
ニ
ア
エ
キ

ス
パ
ー
ト
制
度
の
構
築
を
考
え
て
い
る
。

こ
の
制
度
は
役
場
退
職
者
の
方
々
の
専
門

的
な
知
識
、
経
験
を
生
か
し
、
全
役
場
内

に
対
し
、
政
策
及
び
計
画
の
策
定
に
関
す

る
支
援
、
指
導
及
び
育
成
を
通
じ
組
織
的

に
継
承
し
て
い
く
。

も
う
一
点
、
管
理
職
会
議
に
お
い
て
役

場
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、
副
町
長
を
お
い
て
欲
し

い
と
意
見
が
出
て
い
る
。
私
も
そ
の
様
に

考
え
て
い
る
。

町 長町 長

将
来
厳
し
く
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
た
の
が
、
い
び
つ
な
年
齢
構

成
で
あ
る
。
４
期
目
に
入
り
思
っ
て
い
る

以
上
に
進
ん
だ
と
感
じ
る
の
は
デ
ジ
タ
ル

化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
そ
し
て
Ｄ
Ｘ
。
こ
れ
か
ら
は

Ａ
Ｉ
の
活
用
、
Ａ
Ｉ
化
は
思
っ
た
以
上
に

早
い
と
感
じ
て
い
る
。

財
政
が
落
ち
着
い
て
き
た
の
で
行
政
組

織
の
再
編
改
善
を
行
い
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
の
最
大
化
を
実
現
す
る
。
そ
の
為
に
全

国
で
導
入
さ
れ
て
い
る
シ
ニ
ア
エ
キ
ス

パ
ー
ト
制
度
の
良
い
と
こ
ろ
を
吸
い
上
げ
、

高
森
版
シ
ニ
ア
エ
キ
ス
パ
ー
ト
制
度
を
運

用
す
る
。

役
場
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
さ
ま
に
は
ご
意

見
番
で
は
な
く
、
応
援
団
と
し
て
温
か
く

見
守
っ
て
頂
き
た
い
。
そ
の
こ
と
で
、
管

理
職
が
思
っ
て
い
る
副
町
長
不
在
の
不
安

を
、
少
し
は
払
拭
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。

質 問質 問

多
様
化
す
る
業
務
に
対
す
る
知
識

の
向
上
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
向
上
な
ど
を
目
指
し
、
報
奨
金
資

格
取
得
制
度
を
提
案
す
る
。
導
入
に
よ
り

求
人
に
他
町
村
と
差
が
つ
け
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町 長町 長

資
格
取
得
制
度
は
職
員
、
も
し
く

は
行
政
と
一
体
化
し
て
い
る
団
体

に
、
ま
ち
づ
く
り
の
為
に
資
格
取
得
や
大

学
の
修
士
取
得
な
ど
歓
迎
す
べ
き
も
の
と

考
え
る
。
知
識
を
持
ち
整
理
が
で
き
る
人

材
を
つ
く
る
た
め
に
も
資
格
取
得
制
度
、

報
奨
金
制
度
は
必
要
と
認
識
し
て
お
り
、

実
現
に
向
け
て
整
備
し
て
い
く
。

現
在
、
熊
本
県
郡
部
に
お
い
て
公
務
員

離
れ
が
危
機
的
状
況
で
、
募
集
状
況
も
厳

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
資
格
取
得
制
度

や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
で
き
る
高
森
町
と
い

う
と
こ
ろ
を
打
ち
出
す
。
高
森
町
し
か
で

き
な
い
と
い
う
点
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

で
、
求
人
の
差
に
繋
が
り
、
セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
と
考
え
る
。

後藤　巌 議員

■ 行政運営状況とこれからの展開
■ 職員の能力向上・意識向上への手段

高森町庁舎
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質 問質 問

上
色
見
地
区
の
水
道
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
前
原
地
区
独
自
の
水
源

地
が
確
保
で
き
た
こ
と
で
解
決
し
た
。
色

見
地
区
の
水
源
地
に
つ
い
て
は
。

建設建設
課長課長

小
倉
原
に
水
源
地
と
配
水
池
は
そ

れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
あ
る
。

質 問質 問

上
色
見
に
は
三
つ
の
水
源
地
が
あ

る
。
小
倉
原
は
、
水
源
地
一
つ
で

色
見
全
地
域
を
賄
っ
て
い
る
が
、
十
分
に

足
り
て
い
る
の
か
。

建設建設
課長課長

色
見
地
区
の
現
状
に
つ
い
て
、
現

在
は
安
定
し
て
供
給
が
で
き
て
い

る
。
し
か
し
昨
年
6
月
に
配
水
池
の
水
位

が
極
端
に
低
下
し
、
色
見
地
区
の
水
不
足

が
発
生
し
た
。
対
応
と
し
て
役
場
に
あ
る

給
水
車
3
台
で
1
週
間
程
度
、
職
員
と
業

者
を
交
え
て
配
水
池
に
給
水
を
行
っ
た
。

ま
た
、
水
源
地
の
水
中
ポ
ン
プ
の
位
置
を

よ
り
深
く
し
た
。
さ
ら
に
大
村
水
源
地
か

ら
前
原
配
水
池
を
経
由
し
て
小
倉
原
水
源

地
へ
応
援
給
水
も
行
っ
た
。
そ
の
際
に
、

大
村
・
中
原
地
区
に
お
い
て
影
響
が
出
た
。

質 問質 問

現
状
は
安
定
し
て
い
る
が
、
今
後

も
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
う

る
と
思
う
。
そ
の
対
応
・
対
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

建設建設
課長課長

水
源
地
の
水
位
が
低
下
し
た
場
合
、

水
中
ポ
ン
プ
の
位
置
を
も
っ
と
深

く
す
る
こ
と
で
水
の
量
は
補
え
る
。
ま
た
、

水
道
管
の
漏
水
を
発
見
し
た
場
合
に
は
早

急
に
修
繕
を
行
う
こ
と
で
、
配
水
池
の
水

位
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
る
か
と
思

う
。質 問質 問

将
来
の
た
め
色
見
地
区
に
も
う
一

つ
水
源
地
の
確
保
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
気
持
ち
だ
が
、
町
長
の
考

え
は
。

町 長町 長

当
然
、
色
見
地
区
も
だ
が
、
全
町

的
に
水
の
問
題
と
安
定
供
給
は
行

政
に
課
さ
れ
た
課
題
・
命
題
の
た
め
、
前

向
き
に
対
応
し
て
い
く
つ
も
り
で
い
る
。

た
だ
、
そ
の
中
で
新
た
に
ボ
ー
リ
ン
グ

や
新
た
に
何
か
を
す
る
よ
り
も
、
も
と
も

と
使
わ
れ
て
い
た
水
源
が
あ
っ
て
、
今

使
っ
て
な
い
と
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
の

利
活
用
を
含
め
て
大
い
に
検
討
す
る
べ
き

こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

本田 生一 議員

■ 上色見・色見地区の水道の問題

前原水源地▶
（完成）　

◀前原水源地
　（着工前）

8高森町議会だより   2024.11

町政を問う



質 問質 問

D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
と
は
。

政策推政策推
進課長進課長

D
X
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
浸

透
さ
せ
る
こ
と
で
、
人
々
の
生
活

を
よ
り
よ
い
も
の
へ
と
変
革
を
す
る
こ
と
。

例
え
ば
、
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に

よ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
パ
ソ
コ
ン
で
手
続
き
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
仕
事
や
育
児
、
介
護
な
ど
で
来

庁
で
き
な
い
人
に
と
っ
て
は
利
便
性
が
向

上
す
る
。自
治
体
の
業
務
で
も
、ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
に
よ
り
、
職
員
の
業
務
の
負
担
軽

減
、
書
類
の
保
管
コ
ス
ト
や
人
的
ミ
ス
の

削
減
も
期
待
さ
れ
、
定
型
化
し
た
業
務
を

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
り
自
動
化
す
る
こ
と

で
大
幅
な
効
率
化
を
図
る
こ
と
も
可
能
と

な
る
。
D
X
の
目
的
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
い
か
に
向
上
さ
せ
る
か
、
ま
た
、
並
行

し
て
業
務
の
見
直
し
を
し
つ
つ
、
職
員
の

働
き
方
を
変
え
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て

い
る
。

質 問質 問

I
C
T
教
育
と
教
育
D
X
の
違
い

は
。

教育長教育長

先
日
開
催
し
た
『
熊
本
県
高
森
町

教
育
D
X
の
軌
跡
』
と
い
う
書
籍

の
出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
町
を
挙
げ

て
教
育
に
取
り
組
む
高
森
町
を
県
内
外
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

平
成
24
年
に
整
備
さ
れ
た
本
町
の
情
報

通
信
基
盤
を
根
底
に
、
電
子
黒
板
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
等
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
会
議
な
ど
の
情
報

通
信
技
術
（
I
C
T
）
を
活
用
し
た
教
育

が
I
C
T
教
育
。
こ
れ
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
子
供
た
ち
の
学
び
方
が
変
わ
る
と
と

も
に
、
教
職
員
の
働
き
方
や
業
務
が
変
わ

る
な
ど
、
教
育
そ
の
も
の
を
根
本
か
ら
変

革
し
、
よ
り
よ
い
も
の
に
し
て
い
く
と
い

う
取
組
が
教
育
D
X
で
あ
る
。
I
C
T
教

育
は
教
育
D
X
を
実
現
す
る
た
め
の
最
初

の
一
歩
で
あ
る
。

質 問質 問

国
や
高
森
町
の
D
X
推
進
が
め
ざ

す
も
の
は
。

政策推政策推
進課長進課長

国
は
、
①
国
民
生
活
の
向
上
、
②

経
済
の
活
性
化
、
③
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
、
④
国
際
競
争
力
の
強
化
、

⑤
行
政
内
部
の
改
革
。
こ
れ
を
基
に
、
高

森
町
D
X
推
進
計
画
の
年
度
内
策
定
を
目

指
し
て
い
る
。
こ
の
計
画
は
、
業
務
の
効

率
化
や
正
確
性
を
向
上
さ
せ
、
業
務
時
間

の
短
縮
を
図
る
と
と
も
に
、
よ
り
よ
い
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
今
後
想
定
さ
れ
る
更
な
る

少
子
高
齢
化
や
職
員
数
の
減
少
な
ど
、
社

会
情
勢
の
変
化
を
的
確
に
捉
え
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
効
率

的
な
行
政
運
営
を
進
め
て
い
く
上
で
も
、

D
X
推
進
は
非
常
に
重
要
な
取
組
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

質 問質 問

D
X
推
進
上
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
役
割
は
。

政策推政策推
進課長進課長

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
対
面
・

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
確
実
、
安
全
に

本
人
確
認
、
本
人
認
証
が
で
き
、
デ
ジ
タ

ル
社
会
の
基
盤
と
な
る
。
今
後
も
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
の
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
、
ま
た
は
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
、
利

活
用
指
針
は
拡
大
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
て
お
り
、
D
X
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
活
用
整
備
と

周
知
を
進
め
て
い
く
。

質 問質 問

D
X
推
進
に
対
す
る
町
長
の
考
え

は
。

町 長町 長

高
森
町
の
D
X
推
進
の
大
き
な
目

的
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

行
政
の
効
率
化
を
同
時
に
図
っ
て
い
く
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
職
員
の
質
の
向

上
を
同
時
に
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
更
な

る
安
心
安
全
な
高
森
町
に
な
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

佐藤 武文 議員

■ �高森町のDX（デジタルトランスフォーメーション）
の推進
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一般質問



☆
閉
会
中
の
継
続
調
査

9
月
9
日　

所
管
各
課
・
局
へ
予

算
議
決
後
の
事
業
進
捗
状
況
、
予
定

事
業
、
実
施
事
業
の
進
捗
の
ヒ
ア
リ

ン
グ

☆
会
期
中
の
委
員
会
審
議

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
令
和
5

年
度
高
森
町
各
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
」「
高
森
駅
等
周
辺
施
設
設
置
条

例
の
制
定
」「
令
和
6
年
度
高
森
町

一
般
会
計
補
正
予
算
」、
認
定
1
件
、

条
例
1
件
、
議
案
1
件
を
担
当
課
よ

り
詳
細
な
説
明
を
受
け
審
議
し
た
結

果
、
認
定
及
び
す
べ
て
の
議
案
を
可

と
し
た
。

【
主
な
質
疑
事
項
】

◎
令
和
5
年
度
高
森
町
各
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

 

課
・
局
に
よ
り
不
用
額
の
差
が

激
し
い
点
、
臨
時
交
付
金
の
扱
い
に

つ
い
て
。

答 

各
課
・
局
の
不
用
額
、
臨
時
交

付
金
の
扱
い
に
つ
い
て
今
後
は
管

理
・
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
慎
重
に
取

り
扱
う
。

◎
高
森
駅
等
周
辺
施
設
設
置
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

 

ど
の
範
囲
で
、
何
の
目
的
の
た

め
に
条
例
制
定
す
る
の
か
。

答 

高
森
駅
周
辺
整
備
事
業
が
完
了

し
、
施
設
・
芝
生
広
場
・
交
流
施
設

の
管
理
に
必
要
な
事
項
を
定
め
、
維

持
保
全
を
図
る
。
駅
舎
・
芝
生
広
場
・

交
流
施
設
の
3
分
割
に
て
管
理
。
駅

舎
は
南
阿
蘇
鉄
道
に
管
理
委
託
し
て

お
り
、
次
年
度
よ
り
指
定
管
理
者
に

て
管
理
す
る
予
定
。

◎
令
和
6
年
度
高
森
町
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

　
 

総
務
需
用
費
消
耗
品
費
に
つ
い

て
。

答 

本
町
の
条
例
・
規
則
の
例
規
集

及
び
パ
ソ
コ
ン
内
の
デ
ー
タ
の
見
直

し
を
す
る
。
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
と
今

後
は
し
っ
か
り
精
査
し
て
い
く
。

　

 

高
森
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
託
事

業
の
詳
細
は
。

答 

現
在
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
10
年

以
上
経
過
し
て
お
り
、
役
場
職
員
が

更
新
作
業
が
で
き
な
い
。
新
し
く

D
X
推
進
係
が
立
ち
上
が
っ
て
お
り

担
当
す
る
と
共
に
随
時
情
報
を
載
せ

て
い
く
。
利
用
者
目
線
に
立
っ
た

ペ
ー
ジ
に
し
て
い
く
。

☆
閉
会
中
の
継
続
調
査

８
月
１１
日　

ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
運

営
協
議
会

８
月
２１
日
・
２２
日　

視
察
研
修
実

施
。
佐
賀
県
多
久
市
・
福
岡
県
大
刀

洗
町
へ

☆
会
期
中
の
委
員
会
審
議

（
主
な
も
の
を
掲
載
）

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
令
和
５

年
度
高
森
町
各
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
」「
令
和
６
年
度
高
森
町
一
般
会

計
補
正
予
算
」「
令
和
６
年
度
各
特

別
会
計
補
正
予
算
」（
国
民
健
康
保

険
・
後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険
・

簡
易
水
道
事
業
・
農
業
用
水
供
給
事

業
）、
認
定
１
件
、
議
案
６
件
を
担

当
課
よ
り
詳
細
な
説
明
を
受
け
審
議

し
た
結
果
、
認
定
及
び
す
べ
て
の
議

案
を
可
と
し
た
。

【
主
な
質
疑
事
項
】

◎
令
和
５
年
度
高
森
町
各
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

 

不
用
額
に
つ
い
て
。

答 

当
初
予
定
し
て
い
た
職
員
採
用

が
で
き
ず
不
用
額
計
上
し
た
。

採
用
が
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、

臨
時
議
会
を
通
じ
、
減
額
対
応
も
含

め
予
算
執
行
に
あ
た
る
よ
う
に
と
意

見
が
で
た
。

　

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

率
は
。

答 

現
在
８３
％
の
取
得
率
で
あ
る
。

本
年
１２
月
の
保
険
証
廃
止
に
伴
い
未

取
得
者
へ
の
対
応
に
あ
た
る
。

◎
令
和
６
年
度
高
森
町
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

　

 

中
山
間
地
農
業
ル
ネ
サ
ン
ス
推

進
事
業
に
つ
い
て
。

答 

令
和
３
年
度
か
ら
野
尻
地
域
に

展
開
し
て
い
る
Ｎ
Ｏ
Ｋ
ａ
Ｔ
ｓ
へ
販

路
拡
大
の
た
め
に
補
助
を
す
る
。

本
町
に
は
多
種
多
様
な
作
物
が
生

産
さ
れ
て
お
り
、
町
全
体
の
農
業
振

興
を
考
え
対
応
を
検
討
す
べ
き
で
は

の
意
見
が
で
た
。

ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
公
用
車
購
入
の

減
額
補
正
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
で

の
協
議
も
踏
ま
え
、
常
時
必
要
な
車

両
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
即
時
購
入
す

る
た
め
、
付
帯
決
議
を
行
う
こ
と
と

す
る
。

◎
令
和
６
年
度
各
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
の
事
業
費
確
定
に
よ

る
国
・
県
の
補
助
金
や
繰
越
金
及
び
、

予
備
費
の
対
応
で
あ
り
、
審
議
し
た

結
果
、
可
と
し
た
。
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8月21日・22日に、佐賀県多久市と福岡県大刀洗町を訪問し研修を行った。

佐賀県多久市
多久市を選定した理由は、令和3年度の特定健診及

び特定保健指導の実施率が全国2位であり、その取り

組みを本町の事業推進のヒントとするため。

多久市は、佐賀県の中央に位置し、昭和29年5月

に1町4村が合併した。当時は、石炭産業全盛の頃で、

市内には石炭鉱業所が数多く、人口も約4万7千人を

有していたが、エネルギー革命による石炭産業衰退に

より、人口は現在は、1万7千人となっている。高齢

化人口の増加と医療費問題は、避けては通れないこと

から、病気予防の観点から住民健診等に力を入れてき

た。その1例として、生活習慣を早期改善するため、

市内の義務教育学校の5年生と7年生を対象の「多久っ

子健診」として、大人の特定健診と同じ内容の健診を

無料で実施。幼少期の肥満は、将来の生活習慣病に結

びつきやすいことから、早期予防の観点から実施して

いる。更に、大人になっても健診・受診で自分の体に

目を向ける習慣をつけるとのこと。

担当課は、課長はじめ課員のほとんどが保健師や

管理栄養士、看護師（事務職2名）の19名で構成され

ており、緊急訪問・重症化予防・糖尿病性腎症重症化

予防・特定保健指導等にあたられており、特定健診受

診率は常に60％台を維持し、令和3年度は全国2位と

いう素晴らしい結果を残すことができた。更に、地区

担当制を組んでおり、ひとりあたりの担当者数は350

人から450人とのこと。保健師等と住民との日々のか

かわりの大切さを感じた。更に、「できれば保健師等

は一つの課に集約することが良いのでは」との話では、

問題や課題を共有することができ、あらゆる諸課題に

実践を通じ活用することができるとのこと。また、受

診結果については郵送の通知を行わず、必ず本人との

対面での結果報告を行い、日頃から自分の体の状況を

自覚していただいているとのこと。

本町においても、平成19年ごろ出張所に保健師を

配置し、地区担当制を行った経緯があり、現在は行わ

れていない。どのような方法が本町に合っているのか、

今後十分な検討が必要と感じた。最後に住民健診等を

受診された方に、500円のお買物券を配布されている

とのこと。こ

んな方法もあ

りだなと重ね

て感じた。

福岡県大刀洗町
老朽化した町営住宅建設問題や遊休地利用につい

てヒントを得るため、大刀洗町の公営住宅PFI方式を

活用した事例研修。

大刀洗町は、福岡県の中南域に位置し、人口1万6

千人で広大な筑後平野が特徴で、そこで育てられた豊

富な野菜や、隠れキリシタンの教会、大刀洗飛行場の

戦跡など奥深い歴史を感じることができる町とのこ

と。また、大刀洗町は、議会広報誌で全国表彰を受け

られており、本町広報委員会でも以前に研修に行かれ

たとの話。

①�移住と定住人口の増加を図る。未来に向けて若①�移住と定住人口の増加を図る。未来に向けて若

い世代を。い世代を。

②�公有地を有効活用する。事業実施の場合は最小②�公有地を有効活用する。事業実施の場合は最小

の経費でとの目的から、定住促進住宅整備の手の経費でとの目的から、定住促進住宅整備の手

法を検討され、公共事業を実施するため民間の法を検討され、公共事業を実施するため民間の

資金と経営能力・技術力を活用し、公共施設等資金と経営能力・技術力を活用し、公共施設等

の設計・建設・改修・更新や維持管理・運営をの設計・建設・改修・更新や維持管理・運営を

行うPFI方式を採用したとのこと。行うPFI方式を採用したとのこと。

PFI方式は、民間のノウハウやコスト削減に関する

能力が発揮でき、一括発注方式や効率的な業務分担、

行政職員の労務負担の軽減が図れるとのこと。

産業厚生常任委員会としては、今回の研修で、本

町の耐用年数を超過し、老朽化した町営住宅の建て替

えを行う場合の、建設費用の削減事例を希望していた

が、話を伺ってみると町営住宅本来の在り方を改めて

検討する機会となった。

今回の研修で得た情報を委員と職員で共有を図り、

本町の今後の事業推進に生かしたい。
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議　　長　牛嶋津世志（発行責任者）

委 員 長　後藤　　巌　　副委員長　児玉幸之助
委　　員　白石　豊和　　委　　員　武田　栄喜

令和6年度町村議会広報研修会に広報委員3名、随行員1名、計4名で参加した。研修は3

部で構成され、13時より16時40分まで行われた。

・読まれる議会広報誌の作り方　　講師　中本　正樹氏

・パッと伝わる広報紙に！やってはいけないデザイン講座

　　　　　　　　　　　　　　　　講師　平本　久美子氏

・「読まれない議会だよりに出す価値なし」

　聴く・動く寄居町議会の挑戦　　講師　鈴木　詠子氏

中本氏の研修は隣同士が1組となり、創意工夫や誘発ポイントなどテーマを決めて意見を出

し合うというスタイルで行われた。内容は小美玉市の広報をベースに写真の使い方や記事の書

き方の講義であった。

続いて平本氏の研修は、画像のレイアウト、文字のフォント、文字サイズの比率の講義であっ

た。アクセントと余白、整列の大切を説いていた。

最後は鈴木氏の講義で、講師は埼玉県寄居町議会広報広聴特別委員会の委員長の方である。

5年前にも講義を聴いたが、特に変わってないのは日本一クオリティの高い議会だよりを目指

すこと、常に読み手を第一に考え、行政用語、議会用語は言い換えるか解釈をつけることを方

針として挙げられていた。また新しい取り組みとしてQRコードの活用によるデジタル化と共

に、資料映像へ誘導することでより実態を深掘りできるようにしているとのこと。

議員が動くこと、取材力→広聴力→最終的に議会力が底上げされることなど、目的と目標が

住民と本誌を一体化させていくことを深く感じた。

本研修を終え、私たち広報委員も住民の皆さまに身近な存在になるよう励んでいく。

� 文責　後藤　巌

【議会広報表紙写真の募集について】
右記QRコードより議会広報の写真を募集いたします。
たくさんの写真をお待ちしております。

【町民からのご意見・ご質問募集】
皆様からのご意見、ご質問を右記のQRコードより
書き込むことができます。どんなことでも大丈夫で
す。頂いたご意見、ご質問は議会広報へQ&Aとして
掲載を予定しております。

※個人が特定される書き込みや、誹謗中傷については掲載しません。

空は高く澄み渡り、爽やかな秋晴れが続空は高く澄み渡り、爽やかな秋晴れが続

いています。皆様はいかがお過ごしでしょいています。皆様はいかがお過ごしでしょ

うか。うか。

議会からの情報発信の一つである「絆」議会からの情報発信の一つである「絆」

をより多く町民の皆様に分かりやすくお伝をより多く町民の皆様に分かりやすくお伝

えしたいと思っています。えしたいと思っています。

町民一人一人から御意見、御提案等を頂町民一人一人から御意見、御提案等を頂

きたいと思っています。きたいと思っています。

� 児玉 幸之助� 児玉 幸之助
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